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革
新
的
サ
ー
ビ
ス

一
般
型

小
規
模
事
業
者
型

成
長
分
野
型

も
の
づ
く
り
技
術

シ
リ
コ
ン
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
の
鏡
面
化
加
工
コ
ス
ト
を

６
０
％
削
減

▲試作開発中のシリコンフォトニクスについて説明する代表取締役の天野耕一郎氏

7「脆性材鏡面溝加工法」による創造的シリコンフォトニクス端面加工法の開発

社
会
の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
つ
つ
あ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
伝
送
容
量

を
い
っ
そ
う
向
上
さ
せ
る
カ
ギ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
「
シ
リ
コ
ン
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
」。
ラ
ム
ダ
プ
レ
シ

ジ
ョ
ン
は
シ
リ
コ
ン
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
の
端
面
の
鏡
面
加
工
を
大
幅
に
短
縮
。
注
目
を
集
め
て
い
る
。

人
手
に
よ
る
加
工
が
不
要
に
な

り
工
数
を
大
幅
削
減

　
あ
ら
ゆ
る
〝
モ
ノ
〟
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
る
I
n
t
e
r
n
e
t 

o
f 

T
h
i
n
g
s

（
I
o
T
）
や
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
高

ま
る
中
、
膨
大
な
デ
ー
タ
の
流
れ
を
収
容
す
る
技

術
の
構
築
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
カ
ギ

を
握
っ
て
い
る
の
が
シ
リ
コ
ン
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
。

シ
リ
コ
ン
に
微
細
な
光
導
波
路
構
造
を
作
り
込

み
、
従
来
よ
り
長
い
距
離
を
高
速
に
デ
ー
タ
転
送

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
光
通
信
シ
ス
テ
ム
に

大
き
な
革
新
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
は
2
回
目
の
申
請
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
目
的
と
し
て
は
シ
リ
コ
ン
フ
ォ
ト

ニ
ク
ス
を
製
造
す
る
上
で
必
要
な
ダ
イ
シ
ン
グ

ソ
ー
（
分
割
機
械
）
が
20
年
以
上
前
の
も
の
で
古

く
、
機
械
精
度
的
に
今
回
の
開
発
目
的
に
は
そ
ぐ

わ
ず
、
最
新
の
機
械
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

従
来
の
工
法
は
ダ
イ
シ
ン
グ
し
た
後
に
、端
面（
裁

断
し
た
と
き
に
で
き
る
切
り
口
の
面
）
の
鏡
面
化

作
業
を
人
手
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
新
し
い
機
械
で
は
人
手
に
よ
る
鏡
面
加
工
が
不

株式会社ラムダプレシジョン

Examiner's Eye調査員考察

光学製品メーカーに勤めていた天野

耕一郎氏が独立し、1998 年にラム

ダプレシジョンを創業。IT バブルに

より通信業界が急成長する中、 高精

度な研磨・切断技術と顧客ニーズに

スピーディに対応することで成長。

現在は大手通信会社や精密機械製造

業、 大学、 研究所など幅広い取引先

を持ち、 光学部品の設計・製造販売

を行っている。 光学分野において波

長を表す記号 「λ（ラムダ）」と、高

精度の加工技術を表す 「プレシジョ

ン」 が社名の由来。

今回の補助事業はあくまで評価用の製

品の試作開発のみで、現在の設備では

量産には対応できないとのこと。ただ

し、次世代通信の中心となる可能性の

ある技術のため、今後評価を重ねて当

社技術が採用されれば、大きな市場へ

の展開が期待できる。
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つ
従
来
品
に
も
応
用
し
て
有
効
活
用
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
年
間
70
社
以
上
と
取
引

し
て
い
ま
す
が
、単
発
で
終
わ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
も
っ
と
深
堀
り
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
受
け
身
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に

提
案
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

設
備
を
活
用
し
た
研
究
開
発
を
続
け
て
、
技
術
を

向
上
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
に
な
り
、
洗
浄
時
間
も
短
く
な
る
た
め
、
従
来

よ
り
も
製
造
コ
ス
ト
を
約
60
％
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
品
質
面
で
は
、
社
内
的
に
は
従
来

の
研
磨
品
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
く
、
外
部
機
関

と
し
て
は
、
つ
く
ば
の
産
業
技
術
総
合
研
究
所
に

お
い
て
高
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
実
用
化

に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

従
来
製
品
に
も
応
用
し
顧
客
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
い

　
シ
リ
コ
ン
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
の
加
工
法
を
対
外
的

に
P
R
す
る
た
め
に
は
、
も
う
少
し
試
作
回
数
や

外
部
評
価
の
数
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
今
回
の
補
助
事
業
の
副
産
物
が
い
ろ
い
ろ
と

出
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
従
来
か
ら
扱
っ
て
い

る
リ
チ
ウ
ム
ナ
イ
オ
ベ
ー
ト
（
L
i
N
b
O
3
）

と
い
う
結
晶
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
薄
い
状
態
で

ダ
イ
シ
ン
グ
加
工
を
施
し
、
リ
ッ
ジ
型
光
導
波
路

を
製
作
す
る
こ
と
に
も
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
も
の
づ
く
り
補
助
金
で
導
入
し
た
新
し
い
設
備

を
、
新
し
い
製
品
開
発
の
た
め
に
使
い
つ
つ
、
か

▲ LiNbO3 リッジ型光導波路

補助事業のきっかけ
シリコンフォトニクスの研究開発を行う上で、従来のダイシングソー（分割機械）では裁断面の
鏡面仕上げに 1 週間かかっており、実用化への大きな障害になっていた。そこで最新のダイシ
ングソーを購入し、より短期間での研磨加工を実現するため、補助金を申請した。
 
事業概要
新しく導入したダイシングソーを使用し脆性材（ガラスやセラミックなど）の鏡面溝加工を行う
ため、機械の最適化を行う。具体的にはチッピング（欠け）を最小限に抑えつつ速度を高める工
法の開発や鏡面化ブレード（刃）の種類の選定、回転数・切込み・送り速度・切削水温度の最適
値の設定など。

事業化状況
社内評価および外部評価において、対峙する技術であるステルスダイシング法（レーザーを使った
高速でダイシングする手法）と比較し、そん色ない品質結果を出している。ただし実用化には今よ
りサイズが大きいシリコンフォトニクスの加工が求められるため、研究開発段階に留まっている。
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